
令和 2年度  事 業 報 告 書

令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

1 事業の成果

平成 24年 6月 特定非営利活動法人として設立されたこの会は「ミャンマーの無医村に、医療・菜園を

じ保健衛生・栄養などを学ぶ機会を提供し、彼ら自身が生活環境の課題を解決し、命を育む未来を描ける社

の実現をサポー トする」ことを目標に活動している。ミャンマーにおいて選定した活動地エーヤワディ管

ミャウンミャタウンシップの 12の村で平成 27年 1月 から巡回診療を開始した。その活動は今年度保健

主軸を移し、16の村へ拡大している。保健衛生指導は令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31

日までに 81回、延べ 636人の受診者を得、病人の搬送波はなかった。前年度に比し、

と受診者数が減少している。その理由として、平成最後の年の 12月 末に中国の武漢で発生したコロナ

のダメージが大きい。さらに令和 3年 2月 1日 にミャンマーで勃発し、現在も続いてい

る国軍によるクーデターの活動への影響は計り知れない。この 2つの理由がミャンマー国内でのN∞ の活

を妨げている。コロナ感染前は 25団体が活動していたが、現在は�CGを含め 4団体のみが継続活動し

いる。特に、コロナ感染に関し、�CGが活動している村レベルでは、感染に関しての正確な情報の収集

ある。原因として、村の住民の人たちは、携帯を持参している人は殆どいない。また、電気も

い環境なため、メディアのテレビなども持っていない。そのため、情報収取の方法としてはほんとに極

られた情報や噂に頼ることになる。その結果、我々の巡回しているモジョーパン村からヤンゴンから戻

てきた人の感染者が発生した。が、どのように対応すればよいのか明確に知る人がいず、兎に角、

Do■mが行われただけであつた。令和 2年月 1日 にタンジ4-村で行った井戸の設置以降、コロ

ミャンマー国内の感染拡大の被害などを見定めるため、ヤンゴンに6月 11日 まで滞在した。6月

日にミャウンミャに戻り、活動再開の準備を開始。しかし、保健省からミャンマー全土へStay Homeの戒

られたため、活動現場である村々に赴くことが不可能となった。その後、現地の状況を電話な

どで収集し、政府からの戒厳令緩和などを考慮し、8月 末から保健衛生指導 (ヘルストーク)の活動をま

3村から再開した。そして、活動の再開は 16村へ戻つた。しかし、令和 3年 2月 1日 のクーデター

セキュリティを慎重に考慮し、現在、12村でしか行っていない。ヘルストークの内容は、当初、コロ

し、6つのするべき予防策と3つのしてはいけない予防策を村々の住民に伝えてい

感染の影響で Stay Homeが長くなり、農作業もできなくなり、収入は激減した。その結果、住民は街

でかけ、石鹸やマスクなどの購入も不可能になった。我々は、住民へ 1164枚のマスクと1545個の石鹸

を行い、感染の予防に貢献した。この感染予防方法の中には�∝ が普段から伝えていたバランス

い栄養をとる大切さや手洗いなどの保健衛生啓蒙活動が含まれており、常日頃からの予防の重要性が際

った。住民の中には

『

∝ の活動の必要性を再認識してくれた人もいた。さらに、40度以上になる4月

の暑季に熱中症にならないようにするために脱水予防のためのORSの作り方などを 3月 の時点で指導し

�CGの ミッションである住民の自立 (自 律)を啓蒙する一貫として、育成した各村での地域保健推進員

(CHP)も rCGのメンバーの一員として彼ら自身が保健衛生の大切さを住民に広めている。彼らは自分た

で村ごとに目標を掲げ、それを達成するにはどうすればよいか?など毎月、必ずミーティングを行い、

を練り、実践につなげている。特別活動として、タンデイー村で現在ぽCG単独でお産のた

を確保するために丼戸堀の事業を行い令和 3年 1月 に完成した。また、菜園に関して、16の村のうち

デルケースとなるトーイ村においてコミュニティガーデンを構築し、当初は栽培した作物の余剰分を

るなどしても赤字であった。が現在は5,000円ほどの黒字に転じている。日本ではコロナ感染の影響に



より毎年開催していた無料康相談会や報告会は延期とした。企画していたミャンマー料理を作る会などミ

ンマーと日本との親睦会などもすべて延期とした。状況が不安定な中でも、活動は継続して行われてお

り、令和 2年度の全資金の 86.4%を活動費に活用した。

2 事業の実施に関する事項
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事業名 事 業 内 容 施
時

実
日

施
所

実
場

従事者
の人数

受益対象
者

の範囲及

人

び
　

数

事業費の金
額 (千円)

336人

(1lE)

約 20人ノ
回

〕532)ヽ国際協力および
晦外事情に関する
情報収集ならびに
調査研究と報告事
業

1 ヘルス トーク(保健衛
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令和 2年 4

月 1日 一令

和 3年 3月

31日

計 81回

2回

延期

ミャンマー
エーヤワデ
ィ管区ミャ
ウンミャタ
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令和2年度 活動計算書

令和 2年  4月 1日 から  令和 3年  3月 31日 まで

特定非営利活動法人ミャンマー ファミリー・クリニックと菜園の会

I

1 受取会費
受取会費 (正会員)

受取会費 (賛助会員)

受取会費 (法人会員)

2 受取寄付金
受取マンスリーサポーター寄付
受取寄付金
現地寄付金

4 その他収益
受取利息
その他

経常収益計

Ⅱ 経常費用
1 事業費

(1)人件費
役員報酬
臨時雇賃金
法定福利費

人件費計
(2)そ の他経費

旅費交通費
通信運搬費
交際費
減価償却費
賃借料

出

修繕費

租税公課

管理費
(1)人件費

役員報酬
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人件費計
(2)そ の他経費
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2
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水道光熱費
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令和 2年  4月 1日 から  令和 3年  3月 31日 まで

特定非営利活動法人ミャンマー ファミリー・ クリニックと菜国の会

科
日
［ 金 額

０

８

０

４

６
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４

８

５
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1,808,701
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I《]影財罵争
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1,976,036

円 )

令和2年度 活動計算書



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和 2年  3月 31日 現在

特定非営利活動法人ミャンマー ファミリー・ クリニックと菜日の会

(単位 :円 )

科
口
日 金 囲

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

前払費用

短期貸付金

未収入金

流 動 資 産 合 計

固定資産

車両運搬具

2

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

未払費用

預り金

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

14,246,

309,

4,

1

1,591,

241,

137,

15,099,172

047

71

227

1。 591,875

16.691.047



書式第16号 (法第露条関係)

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、

壺睦庄庄」豊劉國塑盤

劇 ■出 ■鵬 ム_塾燿 ヒ
=コ

型 ヒニ製 豊2日 幽 酸

NFO法人会計基準(2010年 7月 20日 2011年 11月 2o日 一部改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)固定資産の減価償却の方法
車両運搬具の減価償却は定率法によつています。

0)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2.事業別損益の状況

3 固定資産の増減内釈

5.役員およびその近颯者との取引内容
役員およびその近颯者との取引内容は以下の通りです。

5。 その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の罐減の状況を明らかにするために必要な事項

・ 事業費と管理費の接分方法
事業費と管理費に共通する経費のうち、役員報酬、法定福利費、贅借料、支払手数料については従事割合に基づき按分しています。

(単位 :円 )

科 目 口藤協力事秦 医療事桑 防災事業 共同生産事業 雇用創出 事業部門,「 管理部門 合計
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受取書付金
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その他経費計

経常費用合計
当期経常増減額

1.通常増口の部

(帷常収益
受取会費

彙取会費(正 会員)

受取会費(費助会員)

受取会費(学生会員)

受取金費 (法人会員)

受取会費計
受取書付金

受取イベント会費

その機

賃僣科

特定支出

保険料

修薔費

新日目書費

研修費

雑費

(a経常費用

事業費

(1)人件費

役員報爾

綸料手当
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人件費計

(鍮その他経費
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書式第 17号 (法第28条関係)

令和2年度 財産目録

令和3年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人ミャンマー ファミリー・ クリニックと菜園の会

(単位 :円 )

科
日
【 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

現金

三菱UFJ銀行普通預金

ゆうちょ銀行総合口座

ゆうちょ銀行振替口座

前払費用

現地事務所家賃

短期貸付金

コミュニティーカ
e―
テ
゛
ンメンバ―

未収入金

その他

産 合 計流 動 資

2 固定資産

車両運搬具

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

絆テイクフォー

未払費用

社会保険料

その他

預り金

源泉所得税

その他

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

なし

固 定 負 債 合 計

負

　

正

債

　

味

合

　

財

計

　

産

632,730

2,119,157

829,

10,664,

|

4061

9441

309,1331

4,467

539,335

1, 591,8751

241,384

115,140

22,444

28,950

55,799

ｎ

ｖ

15,099,1.

591,875

463,717

Ａ
Ｕ

16,691 04

71

16,227,330



書式第 18号 (法第28条関係)

役 名 就任期間 報酬を受けた

期  間
氏   名

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31

日

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31

日

代表理事 名知 仁子

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31

日

年 月 日

年 月 日

副理事 酒井 太郎

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 倉持 茂通

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 栗原 知也

年 月 日

年 月 日

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31

日

長谷川 響子理事

年 月 日

～ 年 月 日

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31

日

小川 亮監事

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

令和2年度 年間役員名簿

令和2年4月 1日から令和3年3月 31日 まで

特定非営利活動法人
゛ ンマー  フ ミリー・クリニ ク と の会



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和3年3月 31日 現在

特定非営利活動法人)

ミャンマー ファミリー・クリニックと菜国の会

氏   名

1

名知 仁子

2

西原 員人

3

落合 篤子
(服部 篤子)

4

上村 光弘

5

沖 守

6

久留官 隆

7

酒井 太郎

8

和澤 功

9

黒川 明子

10

小森 成乃


